
報告文献別一覧表（平成柑年4月1日～平成20年3月31日）  資料No．4－2  

B型肝炎  Trans侮sion2007：47：  日本赤十字血液センターに保管されている1997－2004年の反復供血者の全供血の遡及調査を行い、】D－  
1197－1205   NATのみHBV陽性である血液由来の血液製剤の輸血によるHBV伝播リスクを検討した。HBVIDTNATを  

実施したHBV転換供血者の保管血液15．721本中158検体（1．01％）が陽性であった。スクリーニングをすり  
6  抜けたHBc抗体価の低いオカルトHBVキャリア由来の血液製剤を原因とするHBV感染リスクは、HBsAg  

発現前やMP－NATウインドウ期の供血による伝播リスクよりも10倍以上低い。   

B型肝炎  第31回日本血液事業  平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血液センターにあった。因果関  
学会総会 2007年10  係の確認のために実施した当該輸血用血液製≠剛二係る保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調  
月3－5日   査を行った。1名の献血者が平成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べたところ、献血者  

了  のHBV－DNAは患者のそれと塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管検体個別NAT陰性で  
あったが、献血者追跡調査により輸血用血液製剤からのHBV感染が示唆された症例であった。   

B型肝炎  第31回日本血液事業  2004年8月よりNATスクリーニングのプールサイズを50から20に縮小した。大阪府赤十字血液センターで  
学会総会 200丁年10  検出されたHBV－NAT暢性事例81人を基にプールサイズ縮小の効果等について解析を行った。プールサ  
月3－5日一般演追51  イズ縮小後に100コピー未満／mLのHBV－NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮小による効果が  

8  あると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析によりHBV低濃度キャリア  
が疑われる献血者がプールサイズ縮小後に多く検出されていることが推察された。   

B型肝炎、C  第31回日本血液事業  日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスクについて報告する。平成16年  
型肝炎、H】∨  学会総会 2007年10  から18年までの3年間に全国の医療機関から日赤血液センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例  
感染   月3－5日シンポジウ  を含む）の報告数は749例であった。EI赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHrVの感染リスクは滅  

9  ムヰー2   少し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHIVも含め遡及調査の実施により確認された感染症例も少  
なくない。感染拡大を防止するための安全対策を引き続き講じていく必要がある。   

C型肝炎  AmericanSocietyfor  慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰性患者1941名（対照群）とを比較し、リスク因子を検討した。  
theStudyofLiver  静注薬物使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染群の方が対照群より有意に高かっ  
Diseases2007年11月  

10  2－6日   
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C型肝炎  HPSWeekLyReport  イングランドおよびスコットランドの全域の病院におけるC型肝炎患者の症例記録のレビューが実施され  
2007；41（23）：189－190  た。このレビューは、C型肝炎に感染した2人の医療従事者（HCWs）から患者へのC型肝炎伝播が明らか  

となったことに端を発する。2005年に実施された2件の再調査は、このようなC型患者5症例を特定した。こ  
13  れらの患者は当該HCWsによって最も侵襲性の高い処置を受けていた。UKAPの勧告を受け、NHSトラス  

トは他の全ての侵袈性のある処置を受けていた患者に通知を行っている。   

C型肝炎  HPSWeeklyRepo止  2007年3月31日までのスコットランドにおけるC型肝炎抗体犠牲症例のサーベイランスの結果である。  
2007：41（31）：258－265  2007年1－3月には新規症例385例が診断された。2007年3月31日までの総計は22458例であり、スコットラ  

ンド人の260人につき約1名がC型肝炎抗体陽性と診断された。全症例の2根358例）が血液園子の投与に  
14  関連していた。   

C型肝炎  JMedViro12008：80：  2003年4－10月にイタリアの血液透析施設で患者ヰ名にHCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4  
26ト267   名と以前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析  

をした結果、新規感染患者ヰ名のHCVは遺伝子型2cで、2G型慢性感染患者1名から分離されたウイルス  
15  と近縁であった。感染制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。   

C型肝炎  JPediatr2007；150：  60例のHCV感染小児について臨床的、組織病理学的特徴を調べた。感染時の平均年齢は7．1ケ月であ  
188－174   り、感染期間は平均13．4年であった。感染源は輸血（8鍋）、周産期伝播（13％）およぴその両方（乃）で、大部  

分の症例は無症候性であった。ALTの平均が正常の3倍以上の割合は13％であった。肝生検棟木では、  
16  71％に極少または軽度の炎症が見られ、12別こ線維架橋が見られた。感染時年齢と血清γGTPは、線維  

症と相関を示した。合併症がない場合には血清ALTは炎症と相関していた。   

C型肝炎  Trans丘ISion2007：47：  2002年8月28日から2005年2月28日の間にカナダB鵬shColumbiaのカナダ血液サービス（CBS）に報告さ  
1534－1539   れた輸血伝播性C型肝炎（TT－HCV）疑い症例について、2002年8月以降実施された公衆衛生局（PH）への  

届出による影響、ならびにCBSに）：るHCV遡及（LB）及び追跡（TB）調査の有効性を検討した。LB及びTB  
17  的査により多数のHCV感染患者が同定されたが、PHへの届出はほとんど効果がなく、しBまたはTB訴査  

開始の遅延を招いた。  

C型肝炎  VoxSanguini＄2007：  反復ドナーがHCV陽性を示したため、過去の供血血液を調査したところ、同ドナーの濃縮赤血球を輸血さ  
92：297－301   れたレシピエントにおいてHCVが検出された。分子学的解析により輸血によるHCV感染と確定された。ド  

イツでNATスクリーニング導入後の濃縮赤血球による初めてのHCV感染例である。HCVの感染伝播は個  
18  別報血血液検体のNATを実施しても発生する可能性がある。   

C塑肝炎  共同通信 2007年11  C型肝炎ウイルスの混入した輸血用血液が日赤の検査をすり抜けて提供され、輸血を受けた50鹿代女性  
月14日   が感染したと思われる事例が、2007年11月14日、厚生労働省の血液事業部会運営委員会で報告され  

た。厚生労働省によると、NATが導入された1999年以降、HCVの検査すり抜けはほぼなくなったが、完全  
19  にゼロにすることは臼難という。2∝招、05、06年にも1例ずつ、すり抜けが報告されている。   

C型肝炎、  BMCPublicHealth  イングランドおよぴウェールズ（E＆W）における現行の国家サーベイランスシステムによりHⅣ感染MSM（男  
HⅣ感染  2007：7：7   性と性交する男性）間のC型肝炎の性的伝播をモニターすることが可能であるかを検討した。1996－2003  

年の聞に38．027例のC型肝炎診断が報告されたが、川V感染とマッチングした結果、圭感染と診断された  
20  MSM数は31例のみであり、推定数680例より少なかった。E＆WでHⅣ感染MSM間の性的伝播C型肝炎をモ  

ニターするためには、より強化されたサーベイランスが必要である。   

C型肝炎、  JhfectDis2007：196：  1984－2003年のアムステルダムコホート研究に参加した男性同性愛者（MSM）1838名をHCV抗体について  
HIV感染  230－238   スクリーニングしたところ、H）V腸性MSMにおけるHCV発生率は0．18／100人年であったが、HrV陰性MSMで  

ま0／100人年であった。2000年以降、H）V陽性男性間のHCV発生率は10倍の0．87／100人年に増加した。  
21  ハイリスクな性行動を行うH】∨陽性MSMは性的に獲得されるHCVのリスクであることを示唆している。   
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るものがあることが明らかとなった。   

倍希釈した検体では55％であった。   
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となったが、アルブミン存在下ではヰ株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEVは熟に弱いと考えれ  
られていたが、条件によって不着化効果が異なることから、血液製剤や加工食品において慎重に不着化  
効果を検討しなければならない。   

G型肝炎  EpideMio暮Mikrobiol  チ＝コ共和国における静注免疫グロブリン（lVIG）投与患者の血清中におけるHGV陽性率を調査し、HGV  
lmuno12008：55：136－  陽性に関係したリスクを検討した。ⅠVIG投与患者86例の内20例（23％）が、HGVRNA陽性であった。その内  
139   3例には肝機能検査値の援やかな上昇が診められ、また1例は慢性リンパ性白血病であったが、Ⅰ∨IG投  

35  与前に診断されていた。Ⅳ氾投与患者のHGV感染率は高いが、肝疾患又はリンパ増殖のいずれの兆候  
とも関連していないと緒論付けられる。   

H】∨   asahi．com健康 2006  日本人で初めてHⅣ2型の感染者が確認された。この男性は過去に西アフリカで輸血を受けたことがあ  
年9月4日   り、このときの輸血が感染源とみられている。厚生労働省は1型だけでなく、2型についても検査体制を撤  

底するよう通知した。   
36  

HⅣ   BBCNEWSonline  カザフスタンShymkentの病院で治療を受けた後、少なくとも‖9例の小児および新生児がHⅣウイルスに  
2007年8月27日   感染し、これまでに10例が死亡した。HⅣアウトブレイクは昨年見つかり、症例数は増加を続けている。虎  

敗や医療過誤がアウトブレイクを引き起こしたとして、被告である21名の医療関係者は全員有罪となっ  
3丁  た。   

HⅣ   Clinln俺ctDi＄2007；  ボツワナで急性HⅣ－1感染スクリーニング中に特定された抗体陰性のHⅣ－1サブタイプC感染の初の症例  
45：e88－e71   を報告する。HⅣ－1抗体検査の結果は、迅速検査、通常の酵素免疫測雇法及びウエスタンプロットで全て  

陰性であった。遺伝子組換えがないHⅣ－1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、POl及びenv遺伝子のジェ  
38  ノタイピングによって確定された。臨床的に安定した状態からAIDS関連死までの期間は約3カ月だった。  

サブタイプCが優勢なアフリカ南j捌こおける血清宇検査陰性H】∨－1感染の調査の重要性が示された。   

HⅣ   EMEA／CHMP／BWP／2  EMEAによる、血祭プール中の抗HZV抗体検出のためのイムノアツセイの確認に関するガイドライン。市販  
98388／052008年9月  
21日   

39  

HⅣ   Eurosun／e‖ance2007；  AJDS最新号において、LikataviciusらはEuroHIv＄urVeiILancenetworkによるヨーロッパの供血血液のHⅣ  
12（5）：EO7052ヰ．52∝）7  陽性率についての14年間のモニタノングデータを提示した。この分析は、1990－2004年のWHO欧州地域  
年5月24日   のデータが網羅されている。2∝Xト2004年の10万供血中の平均HⅣ陽性率は西欧1．7、中欧3．4、東欧38．7  

ヰ0  であった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧では急激な上昇が認められた。   

HⅣ   FDA／CBER2007年5  男性間性交渉者（MSM）からの供血に関するFDAの方針として、合衆国で〟DSの流行が始まった197丁年  
月23日   以降は供血者として延期されている。MSMはHⅣ、HBVおよび他の感染のリスクが高いからである。米国  

赤十字によるとMSMのHⅣ有病率は一般集団の60倍、初回供血者の800倍、リピート供血者の8000倍高  
41  い。川∨検査は非常に正確であるが、HⅣには感染後も川∨を検出できないwindow期がある。FDAは受血  

者を守るため、科学的なエビデンスが得られるまで、この方針を継揺する。   

HⅣ   JAcquirlmmune  中国Be帥gで男性とセックスをする男性（MSM）におけるHⅣおよび他の感染性疾患の有病率ならびにリ  
DeficSyndr2007：45：  スク行動を鵠重した。2004年は325名、2∞5年は427名、2∝）8年は5ヰ0名のMSMが参加した。HⅣ感染率  
58ト587   は2∞4年には0．ヰ％、2∝15年には4．6％、2008年には5．8％であった。この増加は梅毒の増加、自己報告に  

42  よる性行為感染症既往の増加、多数の性交相手を持つ割合の増加、コンドームの使用率の催さと関連し  
ていた。   

HⅣ   bncet2007；389：  2002年の国連レポートや米国国家情報会議は、中国には約100ー200万人のHⅣ／〟DS患者がおり、感染  
82ト823   爆発の危機が迫っているとしたが、2008年までの生存患者数は85万人と見積もられた。感染規模の過大  

な予測から、中国では様々な間超が生じた。HⅣ／〟DS対策に多大な予算を掛けたために、喫煙、結核な  
43  ど他の健康問題への対策が十分ではなかった。中国での川V／AIDS対策はハイリスク地域を中心に行う  

ぺきである。   
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HⅣ   日刊薬業 第12105号  ＝イズウイルス（HⅣ）のうち、世界的にも感染例の少ないHⅣ2型に日本人が初めて感染したことが4日分  

平成柑年9月6日  かった。厚労省は、医療機関や保健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよう、検査の徹  
底を求める通知を出した。川V2型の感染が確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験があ  

49  る男性である。現地での輸血が感染原因とみられる。   

HTLV   ArTlericanSocietyof  1999年1月～2008年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1  
Hematology2007年12  血清陽性率の偵向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつれ有意に増加した。また1987～1990  
月8－11日   年に生まれた献血者では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に低かった。ウイルスキャリア  

50  の母親の授乳を避ける事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが示された。   

インフル工ン  
ザ   （FLU）2006年12月6日  エンザのアウトブレイクを引き起こす。通常、ヒトには感染しないが、散発的にヒトでの感染が発生する。こ  

こ数年間ではCDCは平均して年に1例のヒト陽性患者からのブタインフルエンザ分離株に関する報告を受  
51  け取っている。ブタと直接接触するヒト（例えば、養豚業者）で発生している。ヒトからヒトヘ広がった例は  

稀である。   

インフル工ン  
ザ   655－659   播性が変化することが示された。2つのアミノ酸変異によって、ヒトのα－2，6シァル酸からトリのα－2．3シア  

ル酸へと転換すると、フェレット間で呼吸器飛沫による感染を起こさないウイルスとなった。さらに、α－2，6  
52  およぴα－2．3双方に特異性のある19柑ウイルスは感染性が低かった。ヘマグルチニン受容体特異性が、  

哺乳類におけるインフルエンザ伝播に本質的な役割を果たす。   

インフルエン  
ザ   Online   た。ヒトからヒトへの感染の証拠はない。   

53  

鳥インフル工  AnnNYAcadSci  タイ南部で自然感染した日本ウズラの卵白と尿膜液混合液を含む卵の内容物と、卵管からトリインフルエ  
ンザ   2006；1081：17ト173  ンザウイルスが回収された。発育鶏卵の絨毛尿腹嚢接種によりウイルスを分離し、rPCRによりH5Nl亜型  

インフルエンザAウイルスと確定した。またウイルス抗原は複数の組織の実質で検出された。ウイルス杭  
54  原が全身に存在したことからウイルス血症の段階であると考えられた。アウトブレイク地域からの卵の移  

動や卵の消費によるウイルス汚染や拡大に対し安全対策をとる必要がある。  【   
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出された。結合試験の轄果、  
た。イヌは臨床症状は示さな  

て疫学的研究を行い、その時の対策をまとめた。同ウイルスは最近インドネシアで分離されたインフルエ  
ンザH5Nlウイルスとは分子的特徴が異なった。イスラエルでのアウトブレイクは9施設中¢施設が七面鳥  

鳥インフルエ  Em8曙lnfbctDi＄2008；  農増で生まれた合鴨とガチョウを実験施設で育て、2種類の異なった遺伝子型のトリインフルエンザH5Nl  
ンザ   14：149－151   ウイルス仏／chicken／Yamaguchi／7／2004およぴA／chicken／Miyazaki／Kll／2007）を鼻腔内に接種し感染性  

を調べた。ガチョウ1羽で角膜混濁が見られた外は臨床症状は見られなかったが、皮膚からはウイルスが  
65  分離され、羽毛表皮細胞からはウイルス抗原が検出され、ビリオンが観察された。両ウイルスは家禽の  

アヒルとガチョウの羽毛表皮細胞で複製され、羽毛が感染源となる可能性が示唆された。   
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快後、2007年1月6日に病院を退院した。検査でH5Nl株陽性であったことが確認された。付近の家禽でト  
リインフルエンザのアウトブレイクはみられていない。2003年以来，中国では22例のヒト症例が報告され  
ており，うち死亡例は14例である。   

島インフルエ  ProMED－   韓国保健省は2007年1月11日、養鶏場作業員が2∝帽年末にトリインフル工ンザに感染したが、重症では  
ンザ   mai120070111．0119  なかったと発表した。患者は2008年11月に養鶏場で発生したH5Nl株のアウトブレイク後に感染した。   

68  

鳥インフルエ  ProMED－   2∞7年1月柑日、農林水産省は、宮崎県の養鶏場で発生したトリインフルエンザは高病原性ウイルスによ  
ンザ   mait20070120．0260  るものだったと明らかにした。同省は養鶏場で死亡した築から採取したウイルスのサンプルを検査して病  

原性が高いものであることを確認した。H5Nl型ウイルスの流行は、宮崎県清武町の谷口膵卵塔黒坂農  
69  場で発生し、3つある鶏舎のうち1つで3500羽の鶏が死亡した。   

鳥インフル工  ProMEロー   2007年2月27日にトリインフル工ンザH5Nl株に感染していることが確認されたFl繭∩省の農業に従事して  
ンザ   mai120070304．0752  いる女性（朋才）は，病院において治療を受けている。患者は急激に肺炎症状を呈し、入院後昏睡となっ  

た。中国における23例目のトリインフルエンザ症例である。女性は死亡した家禽との棟触が確認されてい  
70  る。女性に対してヒトの回復期血清（2006年12月にトリインフルエンザH5Nl】射こ感染したが，その後回復  

したAnhul省の農業従事者からの血清）を治療に使用した。   

鳥インフルエ  ProMED－   香港でトリインフル工ンザH9N2株に感染した生後9カ月の女児が病院で隔離されたと2007年3月20日に保  
ンザ   mai12∝）70320．0975  健当局は発表した。本症1抑ま2007年3月4日に発病する前は，ほぼ毎日，生きた家禽を販売する食料品  

市場を訪問していた。この患児は市塙でトリから感染したのではないかと疑われている。H9N2株はトリイ  
71  ンフルエンザAウイルスの弱毒株である。   

鳥インフルエ  ProMED－   中国保健省は，東部Anhui省におけるトリインフル工ンザの新規ヒト症例（男，16才）を確認した。この症例  
ンザ   mai120070329．1080  は2007年3月7日に発症し、3月18日に入院したが、3月27日に死亡した。中国CDCの検査により，本症例  

はトリインフル工ンザウイルス株H5Nlに感染していたことが確認された。2∝〉3年以降の中国における24例  
72  目のトリインフルエンザ症例、15例自の死亡例である。   

鳥インフル工  ProMED－   N5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過可能であり、胎児に感染することが北京大学の研  
ンザ   mai120070928．3212  究者らにより報告された。またウイルスが肺だけでなく、胃腸管、脳、肝巌および血液細胞へ拡がるとの  

＝ビデンスが示された。   

73  

鳥インフルエ  ProMED－   中国Jiangsu省保健局は2007年12月2日に当局はJiangsuで高病原性トリインフルエンザのヒト症例を確定  
ンザ   mai120071208．3967  したが、この患者（24歳男性）は多臓器不全で死亡したと発表した。家禽との接触歴はなかったが、発症  

の20日前にイヌに唆まれたとのことである。また、この患者の52歳の父親もH5Nlトリインフル＝ンザと確  
74  定されたが、生存している。感染の原因は調査中である。   

鳥インフル工  ReutersiFoundation  H5Nlトリインフルエンザウイルスは妊婦の胎盤を通過して胎児に感染することができると研究者が報告  
ンザ   A】e托Net2007年9月27  した。ウイルスは肺だけでなく胃腸管、脳および血液細胞にまで達することも証明された。また、ウイルス  

日   は免疫系の一部を過剰刺激し「サイトカインストーム」を起こすだけでなく、マクロファージに障害を与える  
75  など免疫系の他の部分を抑制することが示唆された。   

鳥インフルエ  Transfusion2007；47：  血奨製剤の製造中に通常使われるウイルス不活性化処理、即ち、ヒトアルブミンの低温殺菌、静注用免  
ンザ   452－459   疫グロブリン（Ⅳ】G）のSD処理、第Vm因子インヒビター／くイ／くス複合体製剤の蒸気加熱、及びⅣ！Gの低pH  

インキュぺ一ションが、H5Nlインフルエンザウイルス不着化に有効かを再集合体株を使って調べた。その  
76  結果、H5Nlインフルエンザウイルスは、エンベロープウイルスと同様の挙動を示し、これらのウイルス不  

活化処理によって効果的に不着化された。   
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移り、現在、安定した状態である。タイの国立保健研究所による検体検査で、H5N憾染陽性と確定され  
た。少女と接触のあった大人はオセルタミビルの予防的服用を行った。今までのところ全員健康である。   

を特定するために更に調査中である。この患者との接触者からの検体は陰性であった。ナイジェリアでは  
家禽でのアウトブレイクでH5Nlウイルスが同定されており、トリインフルエンザによる散発的なヒト感染症  

81   

鳥インフルエ  WHO／CSR2007年5月  中国におけるトリインフル＝ンザの状況（update2）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザウイルスによる  

ンザ   30日   新規のヒト感染症例を報告した。t6月23日に確定診断された。この症例はFしl匝n省に駐留していた19才の  
兵士で、5月9日に発症し、5月14日に入院した。病気のトリとの接触は確認されていない。中国での確定  

82  例は25例で、うち15例が死亡している。   

鳥インフル工  WHO／CSR2007年8月  中国におけるトリインフルエンザの状況（update3）：中国衛生省は同国で16例日のH5Nlトリインフルエン  
ンザ   4日   ザウイルスによる死亡例を報告した。症例はFll匝n省に駐留していた19才の兵士で、8月3日に死亡した。  

中国での確定例は25例で、うち16例が死亡している。   
83  

鳥インフルエ  YAHOO！ニュース（毎  2∞7年1月18日、農林水産省は、宮崎県清武町の谷口鰐卵場黒坂農場で発生したトリインフル＝ンザは  
ンザ   日新聞）2007年1月  高病原性ウイルスH5Nl型によるものであることを確証したと発表した。アジアを中心に鳥から人への感  

18日   染が横く強毒型の可能性が高く、遺伝子解析をして感染経路を究明する。厚生労働省は国内での人へ  
84  の感染の危険は低いと見ている。   

鳥インフルエ  英国保健省 2007年3  2∞丁年3月20日現在、感染したトリとの接触の結果、ヒト281名がトリインフルエンザに感染し、その内189  
ンザ   月20日   名が死亡した。H5Nlがヒトからヒトヘ簡単に伝染する能力を獲得したとの明確な根拠はないが、ウイルス  

がこの能力を獲得するか、またはヒトのインフルエンザウイルスと混ざって新しいウイルスを作ることが懸  
85  念されている。2∞7年2月3日にSufblkで家禽にH5Nlアウトブレイクが発生したが、現在のリスクレベルは  

極めて低い。   

島インフルエ  鵜の研究2007；   高病原性鳥インフルエンザの発生した京都府丹波町で冬季に活動するハエ類の分布調査を行い、採取  
ンザ   82（10）：35－37   したオオクロ′くエとケフカクロバエからH5Nl亜型インフルエンザウイルス遺伝子が検出され、一部から感  

染力のあるウイルスが分離された。両クロ／くエは冬に繁殖し、移動能力も高く、鳥インフルエンザに感染  
86  したニワトリの糞と一緒にウイルスを取り込んで伝播した可能性が示唆された。   

鳥インフルエ  鶏の研究2007：   農場周辺で採取したクロ′くエの消化管からRNAを抽出し、鳥インフルエンザウイルスの検出と分離を行っ  
ンザ   82（11）：40－43   たところ、マトリックス蛋白賞とヘマグルチニンの遺伝子断片を検出し、強毒タイプであることが確認され  

た。またオオクロ／くエの消化管から分離されたウイルスはH5Nl亜空で、鳥インフルエンザで死亡したニワ  
87  トリから分離したウイルスと同一であった。ウイルスはオオクロバ工の体内で24時間感染性が維持され、  

伝播する可能性が示唆された。   
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た。   

ウエストナイ  CDC／MMWR2007：  lD－NATを用いた強化スクリーニング開始以降に、初めて西ナイルウイルス輸血感染症例が報告された。  
ルウイルス  56（4）：76－79   2006年に免疫不全患者2例が、感染ドナー1例（献血時のMP－NATの結果は陰性）由来の血液製品を投  

与された後、西ナイル神経侵蔓性疾患を発症した。今回の例はID－NATは実施されておらず、ID－NATトリ  
90  ガーを促進することが重要である。   

ウエストナイ  Pediat血s2007：119：  2003年以降の授乳中の母子におけるWNV疾患の報告を収集し、全症例を検討した。報告された10例のう  
ルウイルス  e888－・e671   ち、5例は母乳を介した感染の可能性が除外できないかまたは確認できない症例であった。他の5例につ  

いては血清学的検査により垂直感染が否定された。また、妊娠中に感染した女性の母乳検体を調べたと  
91  ころ、45検体中2例でWNVRNAが、14例でWNVに対する！gM抗体が検出された。母乳を介するWNVの感  

染は棲めて稀ではあるが、更なる研究醜査が必要である。   

ウ＝ストナイ  ProMED－   2007年8月2日、米国カリフォルニア州の3都（Kem、CotusaおよぴSanJoaquin）ででウエストナイルウイル  
ルウイルス  mai120070809．2583  スが発生していることに関して知事が緊急事態を宣言した。これら3郡では今年4例が死亡しており、感染  

ま急速に拡大している。前年同期と比較して感染者数は3倍である。中心地はKem郡とされ、州全体での  
92  症例数56例の3分の2が記録されている。   

ウエストナイ  TheNewYorkTimes  米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4借であり、大流行がおこる可能性があると政  
ルウイルス  2007年丁月28日   府研究者が報告している。昨年は米国で4，2悶症例が報告され、この中には1，495例の脳症が含まれ、  

1丁7例が死亡した。今年はこれまで122症例が報告され、カリフォルニア州と南北ダコタ州で最も多いが、  
93  昨年の同時期は33例のみであった。今年は既に脳症が42例および死亡が3例ある。   

ウ＝ストナイ  第仲帽相木獣医学  ウエストナイルウイルスは、近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日本産蚊の室内継代株を  
ルウイルス  会学術集会2007年9  用いて増殖・媒介能を調べた。アカイエ九ヒトスジシマカ、オオクロヤプカでウイルス注入実験を、アカイ  

月2－4日   工力、ヒトスジシマカで吸血実頴をしたところ、全種類の故においてウイルスの増殖が観察された。媒介試  
94  験では、アカイエカ注入、吸血市乳、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では供試したすべて  

のマウスが12日以内に死亡し、死亡したマウスからはWNVが検出された。   

ウエストナイ  HoyDi由lエストレマ  ABC新聞は昨日、スペイン国内初のナイルウイルス感染者の診断結果を発表した。21康男性が2004年  
ルウイルス感  
染   3月21旧   2003年から始め、3年間、病院で検出されたウイルス性脳膜炎や髄膜炎の症例からナイルウイルスを探  

95  し求めてきた。   

BSE   CanadianF00d   2006年8月9日、北AlbeI匂の農場で牡牛が短期間の神経学的症状を呈した後、死亡した。2008年8月23  
lnspectionAgency  日、CFLAはBSEであると確定した。カナダにおける8頭目のBSE牛である。死体は確保され、焼却された。  
2006年12月18日   どの部位もヒト食料または動物の餌システムに入っていない。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が  

96  開始された。このウシはCharotais交雑牛で、死亡時8歳から10裁と推定された。誕生した農場が不明のた  
め、飼料調査は行う事ができなかった。   

BSE   CanadianFood   2007年2月7日、CRAはAtberbの成牛はBSEであると確定した。カナダにおける9環目のBSE牛である。死  
1nspectionAgency  体は管理され、どの部位もヒト食料または動物の餌システムに入っていない。予備的情報ではこのウシ  
2007年2月7日   は生後1年目に少量の感染物質に暴露したと考えられる。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が開  

97  始された。   

2007年2月7日、CF仏は、2007年1月20日から22日の間に体調不良の後死亡したAlbe他の肉牛はBSEで  
lnspectionAgency  あると確定した。カナダにおける9頭目のBSE牛である。死体は管理され、どの部位もヒト食料または動物  
2007年3月28日   

98  BSE  CanadianFood  
の餌システムに入っていない。このウシは死亡時79月齢の未登録Angus雄牛であり、当該農場で出生  
し、移動したことはなかった。国際的ガイドラインに従った疫学的調査が朗始された。当該農場で出生また  
は生育した593頭について出生および飼料コホートが実施された。   
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